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論文内容の要 旨
【目的】パターンリバーサル刺激および点光源刺激を用いた視覚続発電位 (visuallyevoked potential; 
VEP)では.視覚刺激域を変化させることで反応の波形や潜時が影響を受けるとする報告もあるが，一五，
周辺刺激ではVEPを得られないとする報告もあり，定説はなし、。また近年，脳越図の研究が進む中で，視覚
誘発磁場 (visuallYevoked field;VEP)の測定もVEPと同様の刺激方法を用いて行われるようになったが，
周辺刺激によりVEFを得られた報告や刺設域と潜時に住胃した報告はみられない。 そこで.網膜の中心域と
周辺域の刺激によるVEFの測定を試み，潜時に差を生じるかどうかについて検討した。
【対象と方法】実験1では健康成人2名を対象と して， パターン反転刺激を用い，中心刺激00- 5。と周
辺刺激150-200とでYEFを測定し比較した。ビデオプロジェクターでチェッ カーボードパターンをスク リー
ンに映写し 被験者はこれを注視した。 測定には16チャンネル磁東計を用いた。実験2では健康成人3名
を対象として，点光源を用い，光ファイパを通じて左眼の鼻側視野の視覚5<> ， 100 • 150 ， 200 ， 25。
300 の位置に呈示し.122チャンネル全脳型脳磁束計を用いてVEFを測定し.VEPも同時に記録した。
【結果】 実験1と実験2のいずれにおいても，中心・周辺の両Hの刺激条件で明瞭なVEFを測定できた。実
験1ではピーク潜時は周辺刺激の方が中心刺激よりも会ソ意に延長していたが.実験2の点光源刺激では.
網膜の刺激域を変えても， VEFおよびVEPの潜時は変化せず.VEFとVEPのピーク潜時に差がなかったの
【考察 ・結論】周辺刺激によりVEFが得られた最初の報告であるが，実験lと実験2の結果が異なったこと
は興味ある所見である。実験1の結果は鳥距溝の広範囲から慢雑な電流を総合したものではないかと考え
ているが.今後，検討に待ちたい。
論文 審査の 結果の要旨
【研究目的】網膜を刺激して後頭葉の視中枢で早期脳波を測定する.視覚誘発電位 (visualevoked po-
tent ial ;VEP )では，視覚刺激位置を変化させることにより，波形や頂点潜時が変化するとした報告と.
周辺刺激ではVEPを得られないとした報告があり定説が得られていない。
そこで，最近脳磁関を用いて，視覚誘発磁場 (visualevoked field;YBF)の測定を.YEPと同様の刺激方
法で行われるようになってきた。しかし周辺刺激によりVEFが得られるかどうか，あるいは刺激域と頂点
満時関係があるかなど研究した報告はみられない。そこで，網膜の中心域と周辺域の刺激によるVEFの測定
を試み，潜時の差についても検討したυ
【対象 ・方法】研究1では，パターン反転刺搬を用い，中心00 - 5。と周辺150 -200 を刺激し 16チ
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ャンネル磁束計を用いて測定したc 研究2では，鼻側視野の視覚50• 100 ， 150 ， 200 ， 250 ， 300の
位置，で、赤色点光i師、を用いて，それぞれ刺激し，122チャンネル全脳型脳磁束計を用いてVEFを測定し同時
にVEPも記録した。
【結果】研究 1と研究2のいずれにおいても.中心・周辺の両方の刺激条件で明瞭なYEFを測定できた。研
究lではピーク潜時は周辺刺激の方が中心刺激よりも有意に延長していたが，研究2では，網膜の刺激域
を変えても， VEFおよびYEPの潜時は変化せず.YEFとVEPのピーク潜時に差が認められなかった。
以上の結果より，本研究は，周辺刺激によりVEFが得られた最初の報告である。しかし研究1と研究2の
結果が異なったことは興味ある所見で，その理由として，研究1の所見は網膜の刺激域が広いことから，
それに対応する鳥距溝の広範囲から，複雑な電流を総合して記録したものではないかと考えられる。
以上の研究は，視覚刺激による脳磁図の研究において.臨床応用へ向けて.一定の成果を得たものであり，
よって本研究者は博士(医学)の学位を授与されるのに航すると判断された。
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